
「子どもたちの挑戦を、みんなで応援する学校づくり」 

 

                  校長 小 原 裕 二 

新しい年を迎え、子どもたちがまた一歩成長していく姿を、私たちは日々の学校生活の中で感じてい

ます。子どもたちは、学習や運動、友だちとの関わりなど、さまざまな場面で小さな挑戦を積み重ねて

います。その挑戦は、時にうまくいかず、悔しい思いをすることもあります。しかし、その経験こそが

次の一歩を踏み出す力となり、子どもたちの未来を支える大切な土台になります。 

小清水中学校の文化祭フィナーレで流れていたRADWIMPSさんの『正解』という曲には、「本当に

大切なことには決まった答えがない」というメッセージが込められていました。 

 

「あぁ 答えがある問いばかりを 教わってきたよ そのせいだろうか 

  僕たちが知りたかったのは いつも正解などまだ銀河にもない 

   一番大切な 仲直りの仕方 大好きなあの子の 心の振り向かせ方 

 なに一つ見えない 僕らの未来だから 答えがすでにある 問いなんかに用などはない 

 

あぁ 答えがある問いばかりを 教わってきたよ そのせいだろうか 

 僕たちが知りたかったのは いつも正解など大人も知らない 

 喜びがあふれて止まらない 夜の眠り方 

  悔しさがにじんだ 心の傷の治し方 傷ついた友の 励まし方」 

 

こうした「答えのない問い」は、小学生の日常にもたくさんあります。たとえば、「休み時間に誰と

遊ぶか」「友だちと意見が違ったときどうするか」「失敗した後にどう立て直すか」「家庭学習で何に取

り組むか」など、どれも自分で考え、自分なりの答えを見つけていくしかありません。だからこそ、子

どもたちには、答えのない問題に向き合い、自分なりの答えを探し、それを人に伝える力を育んでほし

いと願っています。 

私たちが目指すのは、「挑戦することが当たり前に歓迎される学校」です。結果だけに目を向けるの

ではなく、挑戦しようとした気持ちや、そこに至るまでの努力をしっかりと認め合う文化を、学校・家

庭・地域が一緒になって育てていきたいと考えています。挑戦には成功も失敗もつきものですが、失敗

を恐れて立ち止まるのではなく、「やってみよう」と思える環境こそが、子どもたちの可能性を大きく

広げます。 

学校としても、子どもたちが主体的に取り組める活動や、自分の考えを表現できる場をこれまで以上

に大切にしていきます。うまくいかない経験も含めて、すべてが学びにつながるように、教職員一同で

丁寧に支えてまいります。 

 

小清水小学校 学校だより 

羽  ば  た  け 
令和８年１月３０日＜第１０号＞ 



日  
曜

日  

下校バス 

特 別 便  1 4： 30 1 5： 30 

1  日   ・  ・    ・  

2  月  5・ 6年スケート授業  授業後期委員会⑦  校務運営会議  ・  ○  15 :50 

3  火  全校朝会  3・ 4年スケート授業  ブックトーク 5年  ・  ○  ○  

4  水  1日入学  ALT  PTA三役会議  ・  ○  ○  

5  木  研修日⑩  1・2年スケート授業  ブックトーク 6年  ALT SC来校   ・  ○  ○  

6  金  漢字検定②  5・ 6年スケート授業  フッ化物洗口  ・  ○  ○  

7  土  PTA三役企画みんなで仲よく雪遊び 13:00 ・  ・  ・  

8  日   ・  ・  ・  

9  月  後期委員会⑧ (反省 )  3・ 4年スケート授業  縦割り清掃区域替  ・  ○  15 :50  

1 0  火  1・ 2年スケート授業  ・  ○  ○  

1 1  水  建国記念の日  ・  ・  ・  

1 2  木  職員会議 (3 月分 )  ALT ・  ○  ○  

1 3  金  フッ化物洗口  ・  ○  ○  

1 4  土   ・  ・  ・  

1 5  日  金管バンドアンサンブルコンテスト全道大会（札幌）  ・  ・  ・  

1 6  月  三町合同ケース研  ・  ○  ○  

1 7  火  年度末反省会議（ 4時間日課）  13 :10 ○  ○  

1 8  水  小中合同研修③（ 4時間日課） ALT 13 :10  ○  ○  

1 9  木  年度末反省会議  ALT ・  ○  ○  

2 0  金  参観日④学級懇談  フッ化物洗口  ・  ○  ○  

2 1  土   ・  ・  ・  

2 2  日   ・  ・  ・  

2 3  月  天皇誕生日  ・  ・  ・  

2 4  火  縦割り清掃区域替        小・中学校一貫家庭学習強化週間  ・  ○  ○  

2 5  水  前期児童会役員選挙   ALT ・  ○   ○  

2 6  木  研修日⑪  定時退勤日  ALT ・  ○  ○  

2 7  金  6年生を送る会     ALT ・  ○  ○  

2 8  土   ・  ・  ・  

 

 

 

 

 

 

 

小清水小学校ホームページ（随時更新） 

 月間学校行事予定・年間行事予定も閲覧できるようになっています。    

http://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/elementary/ 

 

 



 

 

 3年生の書写「書き初め」の授業では、上田晶光先生にご指導いただきました。「友だち」という文

字を、書き初め用紙いっぱいにのびのびと表現しました。文字の大きさや太さ、配置に気を配り、先生

からのアドバイスを生かしながら丁寧に書き上げました。 

6年生は、担任の指導のもと「将来の夢」をテーマに取り組みました。小学校卒業を間近に控え、未

来の自分を思い描きながら、力強く堂々と書き上げました。 

3年生作品は1階図工室横掲示板に、6年生作品は各教室前に掲示しています。ご来校の際には、ぜ

ひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 こども園の年長児を招いて、1月28日（水）に交流活動を行いました。もともとは12月に実施する予定

でしたが、悪天候による休校のため延期となり、この日の開催となりました。 

１・２年生はグループごとにお店を開き、4月に入学してくる年長児を楽しませようと、工夫を凝らして準

備を進めてきました。当日は、店先で元気に呼び込みをしたり、商品や遊び方を丁寧に説明したりと大忙し。

それでも、にこにこ笑顔を絶やさず、年長児との交流を楽しむ姿が見られました。 

年長児も思いきり遊びを楽しんでおり、「まだまだ遊びたい」と話す子もいるほどでした。2時間という短

い時間でしたが、子どもたちの笑顔があふれ、作戦は大成功。１・２年生の成長を感じられる、すてきなひと

ときとなりました。なお、2月4日には新入学児童の「1日入学」が行われます。 

 

 

道路建設の仕事から学ぶ“夢への道” 

 1月 29日（木）、5年生の総合的な学習の時間に、道路建設株式会社の職員の皆さんをお招きして出前授

業を行いました。キャリア教育の一環として、道路建設の仕事の内容ややりがい、夢に向かって努力すること

の大切さについて、スライドや動画、実物を使いながら分かりやすくお話しいただきました。 

子どもたちは、働くことの意義や自分の夢を実現するためのヒントを多く得たようです。今回の学びを、今後

のキャリア形成にしっかりと生かしていきます。 

＜大会結果報告＞金管バンド ♬ 

第48回北見地区管楽器個人・アンサンブルコンテスト 

～令和8年1月 18日(日) 会場：遠軽町～ 

小学生アンサンブル部門管打八重奏 金賞  

小学生金管個人部門（コルネット）日岡倖菜さん 金賞 

なお、アンサンブル部門管打八重奏は2月15日(日)に札幌

市で行われる第57回北海道アンサンブルコンテストに出場し

ます。 

 

＜職員産休・退職のお知らせ＞ 

このたび1月３０日をもちまして、 

特別支援学級支援員の 

・髙橋 亜美さんが産休に入ります。 

・須田  均さんが退職いたします。 

これまで子どもたちのために温かく寄り

添い、力を尽くしてくださいました。 

 

 

 


